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施行者：鹿島田駅西部地区再開発株式会社

住　所：神奈川県川崎市幸区鹿島田８９０番地７

電　話：０４４－５４３－６０２０

ＦＡＸ：０４４－５２２－９２２７

関係権利者：土地所有者（１１名）
　　　　　　
　　　　　　借地権者（１３名）

　　　　　　借家人等（１９名）
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平成20年 2月　施行認可　公示

平成23年 4月　権利変換計画認可　公示

平成24年 7月　再開発ビル工事着工（予定）

平成26年度　　工事竣工（予定）

平成27年度　　事業完了（予定）

商業・保育施設・ﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞ・駐車場等 住宅・商業・駐車場等



これまでの要望内容とそれに対するＪＲ東日本の回答 

 

神奈川県鉄道輸送力増強促進会議で継続して出している要望とそれに対する 

ＪＲ東日本の回答は以下のとおり。 

 

（神奈川県鉄道輸送力増強促進会議からの要望） 

「新川崎駅駅舎の改良」 

新川崎駅の利用者数は増加を続けており、朝の通勤時間帯に改札口付近が大 

変混雑しておりますが、周辺地域の土地利用転換が進んでいる中で、今後さら 

なる人口の増加が見込まれます。 

ついては、南側への改札口を新設されるよう要望いたします。 

あわせて、利用者の安全性確保の観点から、利用者数に見合った駅舎及びホ 

ームに拡張されるよう要望いたします。 

 

（ＪＲ東日本からの回答） 

改札口の新設には、既存駅設備改良に伴い多大な工事費や管理運営費（人件 

費等）が必要となり、それに見合うだけの旅客流動増加が見込まれることが要 

件となります。したがって、自治体による街づくりの状況と利用者の大幅な増 

加を見極めた上での長期的な課題と考えております。 
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